
【報告】令和２年度 経営発達支援計画 実績報告 

 

綾部商工会議所の経営発達支援計画にかかる評価委員会を下記の通り開催いたしました。 

評価委員３名の方へ事業内容および実績を報告し、それぞれから評価と意見をいただきました。 

結果につきましては、別紙の「実績報告シート」をご確認ください。 

 

日時 令和３年１１月１６日（火） 午後３時～午後４時 

場所 綾部市Ｉ・Ｔビル ２階ホール 

 

委員  山田洋平 様（税理士・公認会計士） 

新谷宜史 様（日本政策金融公庫 舞鶴支店 支店長） 

大島順彦 様（綾部市農林商工部 部長） 

 

〇令和 ４ 年 ２ 月 24 日(木)に開催された綾部商工会議所常議員会にて承認されました 



事業内容 実施項目 目標数 結果 目標達成度 評価委員による評価・意見など

景況調査の実施 年４回 年４回　１００社

景況調査の分析・公開 年４回 会報誌　年４回

金融機関の調査による実態把握 適宜 ０回

「京都府経済の動向」による整理・分析 適宜 ０回

巡回件数 ５００件 ３４７件

財務分析件数 ５０件 ４３件

専門家派遣　件数 ４件 ０件

事業計画策定支援目標数

・巡回訪問件数 ５００件 ３４１件

・事業計画策定セミナー受講者数 ４０件 ０件

・事業計画策定事業者数 ５０件 ４８件

創業計画策定支援目標数

・創業セミナー開催回数 ２件 １件

・創業セミナー受講者数 １５件 １件

・創業計画策定支援事業者数 １０件 ５件

４．事業計画策定

後の実施支援に関

すること【指針

②】

フォローアップ事業所数

（専門家派遣回数によ

る）

５０回 ３１件 C

専門家の活用は有効な場面も多いですが、あくまでもスポットとしての場

合が多いと思われる。継続的な支援の在り方については検討をすべき。

需要動向調査におけるセミナー ２回 ０回

商業の需要動向調査 ２５回 ０回

製造業の需要動向調査 １５回 ０回

需要動向調査回収数 １５００枚 ０枚

業種別・品目別調査の要約版作成回数 ４回 ０回

展示会・商談数の出展回数 ７社 １社

展示会・商談会の商談成約件数 １社 １社

ビジネスモール新規登録事業者数 ５社 ０社

ビジネスモール商談掲載数 ２０社 ０社

ビジネスモール商談成約数 ２社 ０社

あやべ産業まつり【中止】

・開催回数 １回 ー

・出展者数 ６０事業所 ー

・来場者数 １０，０００人 ー

商店街支援 ２件 ４件

ものづくり連携会議 ４か月に１回 ２回

商工ネットワーク会議 月１回 ２回

商工懇談会 月１回 ６回

綾部市空き家媒介事業者紹介事業 ２月に１回 ６回

雇用促進連携会議 月１回 ８回

あやべ特産館連携会議

（あやべグンゼスクエア連携会議）
月１回 ８回

（令和２年度）綾部商工会議所 経営発達支援計画事業　実績報告シート

１．地域の経済動

向調査に関するこ

と【指針③】

Ｃ

ウイズコロナに向けた経済動向等の分析と会員等への情報提供や、小規模

事業者が経営判断を行っていくにあたってコロナ禍から地域経済が回復し

ているのかどうかといった現状把握は、非常に重要である。会議所の目線

からも、地域性や業種毎の動向を分析し、事業者に提供することは、非常

に有用と思われる。

コロナの影響があり、巡回件数の減少はやむを得ない。

専門家派遣は、ニーズの有無も影響すると思う。財務分析で見つかった経

営課題への継続的な対応こそが重要であり、会議所としても、是非対応に

ぜひ取り組んでいただきたい。

３．事業計画策定

支援に関すること

【指針②】

Ｄ

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止により、各実施項目の

目標達成ができなかったことはやむを得ないが、今後も新型コロナウイル

スの収束は見込めないと思われるので、リモート等活用するなど検討して

いく必要性を感じる。

セミナー受講者数の目標値は過去の実績から見て、高いのではないか。

今後多くの事業者が、コロナ融資を返済し始めることになるが、事業者に

よっては、事業継続のために綿密な事業計画の策定が必要となるので、会

議所としてしても重点的に取り組んでいただきたい。

２．経営状況の分

析に関すること

【指針①】

Ｃ

目標数値を設定された以上は、達成に向けて方向性や手法を検討（少しで

も実施できるように）するべき。

会議所が需要動向を実施し地域事業者の支援に活用できるのであれば、地

域の事業者にとって非常に有用であるかと思われる。できることからぜひ

取り組んでいただきたい。

６．新たな需要の

開拓に寄与する事

業に関すること

【指針４】

Ｄ

目標数値を設定された以上は、達成に向けて方向性や手法を検討（少しで

も実施できるように）するべき。

需要の開拓につながるのであれば、事業者がは興味を示すはずだが、ビジ

ネスモールへの登録や掲載数が伸びないのは、周知が十分でない可能性が

ある。コロナ禍でビジネスモールの需要が増加する可能性もあり、引き続

き積極的な活用の推進をお願いしたい。

５．需要動向調査

に関すること【指

針③】

Ｅ

■日本商工会議所 経営発達支援事業実施状況調査におけるPDCA評価より

A:目標を達成することができた。（１００％以上）　　B:目標を概ね達成することができた。（８０％～９９％）

C:目標を半分程度しか達成することができなかった（３０％～７９％）　　D:目標をほとんど達成することができなかった（３０％未満）

E:未実施

あやべ産業まつりは中止により評価対象から除かれ、商店街支援のみ対象

となり、目標達成項目となりましたので、引き続き商店街支援の充実が望

まれる。

各種イベントに係る活動など、地域活性化のために非常に尽力されている

印象がある。

Ⅲ．経営発達支援

事業の円滑な実施

に向けた支援力向

上の取組み

C

各機関との連携を継続的に行っていることは評価できると思われる。

新型コロナウイルス感染症拡大防止により、各実施項目の目標達成ができ

なかったことはやむを得ない。会議数は減少しているが、必要に応じて意

見交換はできている。

今後、コロナ後の地域経済の回復のためには各種機関が連携して対応いた

だくことが重要になると思うので、今後も継続いただきたい。

Ⅱ．地域の活性化

に資する取組み
A


